
評価及び課題

民間事業者が進出、整備しない中山間地域の情報通信インフラが整備され、市
街地と変わらないケーブルテレビ放送や超高速インターネットをが利用可能となっ
たことは効果があった。
ブロードバンドについては、高齢者が多い地域にも関わらず、加入率は目標値を
超えたが、民間事業者の事業拡大もあることから、利用率は減少傾向にある。
ケーブルテレビについては、加入率が計画時の目標に達していないため、自主放
送の充実、サービス強化などを検討する必要がある。
今後は、サービスやメニューの充実を図ることや、高齢者等への利用促進対策を
講ずることが課題となっている。
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事業名 地域情報通信基盤整備推進交付金事業

132,437千円

整備対
象地域

　小松市の中山間地域
　赤瀬町、上リ江町、嵐町、池城町、岩上町、岩渕町、鵜川町、打木町、江指町、大杉
町、大野町、尾小屋町、桂町、観音下町、金平町、上麦口町、五国寺町、小山田町、沢
町、塩原町、正蓮寺町、新保町、瀬領町、白山田町（小字がイまたはロである地域を除
く）、滝ヶ原町、中海町、長谷町、中ノ峠町、西荒谷町、西俣町、布橋町、波佐谷町、波佐
羅町、花坂町、花立町、原町、日用町、菩提町、松岡町、丸山町、みどり町、麦口町、遊
泉寺町、立明寺町

事業の概要

総事業費 399,570千円
交付金額

事業の内容

　小松市の中山間地域では光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙによる情報通信基盤がないため「ｹｰ
ﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ放送で市の(自主放送)を見ることができない」「超高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用で
きない」など、市街地との情報格差が生じていた。
　また、民間のCATV事業者や電気通信事業者からは、広範囲に利用者が分散し
ていることや積雪等の自然災害の影響を受けやすいことなどから、初期工事、維
持管理等の費用が嵩み採算がとれないとして、当地域への進出を拒まれていた。
　これらを踏まえ、民間事業者のｻｰﾋﾞｽを受けていない中山間地域を光ﾌｧｲﾊﾞｰ
ｹｰﾌﾞﾙで情報通信基盤整備をおこない、市がCATV事業者、電気通信事業者にな
り｢小松市ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信ｾﾝﾀｰ」としてｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ放送や超高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを提供し情
報格差の是正を図った。
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